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●「3密回避」「マスクを着用していない人に近づかない」約4割まで減少（資料4-1）。
●全体で約6割が新型コロナウイルスへの感染リスクを意識（資料4-2）。
●コロナ情報収集メディアは「民放」約6割、「ニュースサイト・アプリ」約5割、「NHK」約4割（資料4-3）。
●コロナ禍後に活動機会が増えた「YouTube」約6割、「地上波テレビ視聴」「メール・メッセージのやりとり」「オンライン
ショッピング」約5割（資料4-4）。

●コロナ禍後に悪化したもの「目の不調」約3割、「肩・首筋のこり、痛み」約2割（資料4-5）。
●日々の運動習慣「散歩・ウォーキング」約4割、「ストレッチ、柔軟体操」約2割（資料4-7）。
●生活での定着「外出時のマスク着用」約9割、「キャッシュレス決済」約7割（資料4-8）。

ニューノーマルでの生活1節
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4章 1節

■ 2023年

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

■ 2022年■ 2021年

20％

注：「マスク着用していない人に近づかない」「ネットバンキングの利用」「パソコンの除菌」は2022年から。
出典：2021年-2023年次世代ライフスタイル調査

2021年・2022年 n＝6,240、2023年 n＝6,1512021年・2022年 n＝6,240、2023年 n＝6,151

36.936.9

69.369.3

こまめな手洗い・殺菌

3密の回避

マスクを着用していない人に近づかない

キャッシュレス決済の利用

食料品や日用品のまとめ買い

ネットバンキングの利用

スマホ、タブレットの除菌

接触確認アプリのインストール

パソコンの除菌

特に何も行っていない

デリバリー・テイクアウトサービスの利用

人が集まる場所でのマスクの着用
74.274.2

71.171.1
71.571.5

68.768.7
66.166.1

64.464.4
56.756.7

41.141.1

47.647.6
36.936.9
37.837.8

41.241.2
28.628.6

26.926.9
24.624.6

16.716.7
19.819.8

17.017.0
14.514.5

16.016.0
13.913.9

10.410.4
3.93.9

12.412.4
8.88.8
8.28.2

8.18.1
8.58.5

11.911.9
12.612.6

10.410.4

●「人が集まる場所でのマスク着用」約7割。
●「3密回避」「マスクを着用していない人に近づかない」約4割まで減少。
●「キャッシュレス決済」約4割、「ネットバンキングの利用」約2割。

資料4-1

感染予防対策（複数回答）
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4章 1節

■ ある程度ある ■ 非常にある■ あまりない■ 全くない

0％ 20％ 40％10％ 30％ 50％ 70％ 90％60％ 80％ 100％

男性　2022年

男性　2023年

女性　2022年

女性　2023年

全体　2022年

全体　2023年

出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

5.55.5 36.136.1 49.149.1 9.39.3

5.25.2 38.538.5 49.449.4 7.07.0

3.33.3 34.734.7 51.751.7 10.410.4

3.33.3 38.738.7 50.850.8 7.17.1

4.44.4 35.435.4 50.450.4 9.89.8

4.24.2 38.638.6 50.150.1 7.07.0

2022年 n＝6,240、2023年 n＝6,1512022年 n＝6,240、2023年 n＝6,151

●�全体で約6割が新型コロナウイルスへの感染リスクを意識。約半数は「ある程度ある」。
●2022年と比べると若干「感染リスクある」が減少。

感染リスク意識（複数回答）
資料4-2
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4章 1節

0％ 40％10％ 30％ 50％ 60％

■ 2023年■ 2022年

20％

出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝6,240、2023年 n＝6,1512022年 n＝6,240、2023年 n＝6,151

50.850.8

39.939.9

27.327.3

29.929.9

18.618.6

18.718.7

14.114.1

6.16.1
6.76.7

12.212.2

13.413.4

21.221.2

24.224.2

31.731.7

42.142.1

51.851.8

59.359.3
58.658.6

ニュースサイト・アプリ

NHK（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

新聞・広報誌など紙媒体

家族から

政府や自治体のサイト

友人から

Twitterから

新型コロナに関する情報は見ない

民間放送（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

●「民放」約6割、「ニュースサイト・アプリ」約5割、「NHK」約4割で上位。
●「家族から」約3割、「友人から」約2割と人伝が増加。

コロナに関する情報収集メディア（複数回答）
資料4-3
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4章 1節

■ これまでよりも行う機会が減った ■ これまでも行っておらず、現在も行っていない

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ これまで行っていなかったが、行うようになった■ これまでも行っていたが、行う機会が増えた

20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

57.057.0 13.913.9 9.89.8 19.419.4

53.253.2 12.412.4 24.624.6 9.89.8

52.652.6 15.115.1 18.518.5 13.713.7

51.051.0 14.914.9 12.112.1 22.022.0

48.048.0 13.613.6 10.210.2 28.128.1

33.533.5 11.211.2 10.110.1 45.245.2

31.231.2 13.113.1 9.69.6 46.146.1

30.830.8 12.912.9 6.46.4 49.949.9

24.424.4 15.615.6 8.58.5 51.551.5

19.119.1 14.314.3 9.79.7 56.956.9

ネットバンキングの利用

地上波テレビの視聴

メールやメッセージのやりとり

オンラインショッピング
（メルカリやネットスーパーなどを含む）

SNS（LINE、Twitter、
Instagramなど）の利用

スマートフォン、タブレット、
テレビでのゲーム 

ストリーミングサービス（Amazon
プライム・ビデオ、Netflix、Huluなど）

食事のデリバリーサービス、
テイクアウトサービスの利用

ビデオ通話（LINE通話など
通話アプリも合わせた時間）

YouTube（視聴、投稿含む)

●活動機会が増えた「YouTube」約6割、「地上波テレビ視聴」「メール・メッセージのやりとり」「オンラインショッピング」約5割。
●コロナ禍前からも現在も行っていない「デリバリー・テイクアウト」約6割、「ストリーミングサービス視聴」「ビデオ通話」約5割。

コロナ禍前後での日々の活動の変化（複数回答）
資料4-4
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4章 1節

■ コロナ禍前より悪化した

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ 変わらない■ コロナ禍前より改善された

20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

胃腸の病気、便秘

肩・首筋のこり、痛み 

腰痛

肌トラブル

睡眠時間

頭痛

食欲不振

風邪のひきやすさ・なおりにくさ

目の不調（疲れ・かすみ目・視力など）2.62.6 70.370.3 27.127.1

2.92.9 77.277.2 19.919.9

3.13.1 82.982.9 14.014.0

4.04.0 81.581.5 14.514.5

8.28.2 77.877.8 13.913.9

3.53.5 86.386.3 10.210.2

3.63.6 86.586.5 9.99.9

3.73.7 91.191.1 5.25.2

14.714.7 79.579.5 5.95.9

●全体的に「変わらない」が7～9割前後で大半を占める。
●コロナ禍前より改善されたものとしては「風邪のひきやすさ・なおりにくさ」14.7％、「睡眠時間」8.2％。
●悪化したものは「目の不調」約3割、「肩・首筋のこり、痛み」約2割。

日々の健康・体調面（複数回答）
資料4-5
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4章 1節

■ コロナ禍前より悪化した

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％ 90％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ 変わらない■ コロナ禍前より改善された

20％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

家族との人間関係

仕事での充実感

日々の充実感、意欲、やる気

メンタル不調、うつうつとした気分

寂しさ・孤独感

感情の起伏や気分の安定感

自己肯定感（自分への満足感）

職場での人間関係

生活での充実感 7.77.7 68.268.2 24.124.1

5.55.5 71.271.2 23.323.3

4.64.6 73.373.3 22.122.1

4.04.0 75.775.7 20.320.3

4.74.7 76.876.8 18.518.5

5.75.7 78.678.6 15.815.8

4.74.7 82.182.1 13.213.2

9.59.5 81.881.8 8.78.7

4.64.6 86.886.8 8.68.6

●全体的に「変わらない」が7～9割の大半を占める。
●コロナ禍前より改善されたものとしては「家族との人間関係」が9.5％でトップ。
●悪化したもの「生活での充実感」「日々の充実感、意欲、やる気」「メンタル不調」「寂しさ・孤独感」2割超。

日々の健康・メンタル面（複数回答）
資料4-6
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4章 1節

0％ 40％10％ 30％ 50％

■ 2023年■ 2022年

20％

出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝6,240、2023年 n＝6,1512022年 n＝6,240、2023年 n＝6,151

34.034.0
37.737.7

19.319.3
21.921.9

11.311.3
14.214.2

6.36.3
7.37.3

5.95.9
6.56.5

4.14.1
4.24.2

3.63.6
4.04.0

2.52.5
2.82.8

46.346.3
41.041.0

ストレッチ、柔軟体操など

ウェイトトレーニング、筋トレ
（スクワット・腕立て伏せ・腹筋など）

ランニング

スポーツジムでの運動

サイクリング

ヨガ

水泳

特に何も行っていない

散歩・ウォーキング

●「散歩・ウォーキング」約4割でトップ。次いで「ストレッチ、柔軟体操」約2割。昨年よりも増加。
●「特に何も行っていない」は4割程度で昨年より減少。

日々の運動習慣（複数回答）
資料4-7
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4章 1節

■ あまりそう思わない ■ そう思わない ■ わからない（利用していない）

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ どちらかといえばそう思う■ そう思う

20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

病院のオンライン予約、オンライン診療

キャッシュレス決済の活用

人込みの回避、
ソーシャルディスタンスの確保

ネットショッピングの活用

テレワークの活用

 デリバリーの活用

 オンライン学習の活用

オンライン飲み会の活用

オンライン体験ツアー（国内・海外旅行、
イベント、動物園、博物館など）

外出時のマスク着用 62.562.5 22.922.9 7.37.3 3.63.6 3.73.7

31.231.2 39.139.1 14.014.0 5.55.5 10.110.1

26.426.4 41.541.5 14.714.7 6.06.0 11.311.3

23.523.5 40.740.7 17.417.4 6.46.4 12.012.0

9.79.7 17.017.0 13.713.7 9.79.7 49.949.9

9.59.5 22.322.3 17.917.9 11.911.9 38.438.4

8.08.0 20.820.8 19.019.0 12.312.3 39.939.9

7.17.1 18.418.4 16.216.2 9.39.3 49.049.0

4.34.3 11.011.0 17.417.4 14.714.7 52.652.6

4.04.0 10.110.1 15.715.7 15.115.1 55.155.1

●生活での定着「外出時のマスク着用」約9割。
●「キャッシュレス決済」「ソーシャルディスタンス確保」約7割、「ネットショッピング」約6割。

生活での定着（複数回答）
資料4-8
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ニューノーマル

ポイント

4章

要望・懸念・メリット・デメリット・環境

●テレワークへの要望は昨年より減少「光熱費・通信費の負担」約3割、「業務に必要な機器・備品の負担」約2割（資料
4-9）。

●テレワークの懸念は昨年より減少「光熱費が高くなる」約4割、「同居家族への配慮が難しい」「周囲の雑音が邪魔」約2割（資
料4-10）。

●テレワークのメリット「通勤時間を有効活用できる」約半数（資料4-11）。
●セキュリティ対策「最新のセキュリティ対策ソフト」「OSやソフトウェアの最新版へのアップデート」「端末ロックを利用」
「提供元不明のアプリをダウンロードしない」約4割（資料4-15）。
●オンライン会議のマナー「ミュートにしている」「事前接続準備」「家族やプライベートが映らないように配慮」約4割（資料
4-16）。

在宅勤務・テレワーク2節

［資料4-9］テレワークへの要望（複数回答）.............................................................82
［資料4-10］テレワークの懸念（複数回答）..............................................................83
［資料4-11］テレワークのメリット（複数回答）......................................................84
［資料4-12］テレワークのデメリット（複数回答）...................................................85

［資料4-13］テレワークの環境（複数回答）..............................................................86
［資料4-14］テレワークで使用している機器（複数回答）........................................87
［資料4-15］テレワークのセキュリティ対策（複数回答）........................................88
［資料4-16］オンライン会議のマナー（複数回答）...................................................89
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4章 2節

資料4-9 ●「光熱費・通信費の負担」約3割、「業務に必要な機器・備品の負担」「テレワーク手当の支払い」約2割。
●昨年に比べて要望は減少。
●「特に要望はない」は昨年より増加して約5割。

テレワークへの要望（複数回答）

0％ 40％10％ 30％ 60％50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：自分または家族がテレワークを実施。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝2,392、2023年 n＝3,8492022年 n＝2,392、2023年 n＝3,849
41.041.0

35.935.9
30.730.7

28.228.2
21.721.7

25.125.1
19.019.0

19.419.4
15.315.3

15.115.1
13.213.2

13.713.7
11.711.7

11.211.2
8.98.9

36.536.5
49.949.9

業務に必要な機器・備品などの負担

テレワーク手当の支払い

テレワークの制度の導入・
対象業務・対象地域の拡大

自宅以外でのテレワーク勤務の導入

最低出社日数の設定

ワーケーション制度の導入

特に要望はない

光熱費・通信費の負担
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：自分または家族がテレワークを実施。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝2,392、2023年 n＝3,8492022年 n＝2,392、2023年 n＝3,849

36.136.1

22.522.5

19.119.1

11.011.0

9.69.6

6.46.4

33.633.6

47.447.4

31.131.1

28.028.0

15.215.2

14.114.1

10.310.3

22.022.0

同居家族への配慮が難しい

周囲の雑音が仕事の邪魔になる

孤独感や疎外感を感じる

同居家族との衝突が増える

家族の関係が
ギクシャクすることが多くなる

生活面でのデメリットは特にない

自宅の光熱費が高くなる

●「光熱費が高くなる」約4割、「同居家族への配慮が難しい」「周囲の雑音が邪魔」約2割。
●昨年に比べて懸念は減少。
●「生活面でのデメリットは特にない」が増加して約3割。

テレワークの懸念（複数回答）
資料4-10
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 60％50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：テレワーク制度がある方。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝1,461、2023年 n＝1,3272022年 n＝1,461、2023年 n＝1,327

48.848.8
52.052.0

23.423.4
28.428.4

21.921.9
25.525.5

20.520.5
24.624.6

17.917.9
21.721.7

16.816.8
22.222.2

12.312.3
14.514.5

26.226.2

家族との時間が増えた

上司や同僚などに直接会わなくてよい

趣味の時間が増えた

労働時間が減少した

仕事に集中できる・
仕事がスムーズに進むようになった

心身ともに健康になった

メリットは特にない

通勤時間を
有効活用できるようになった

22.622.6

●「通勤時間を有効活用できる」約半数と昨年と同じくトップ。
●「メリットは特にない」約2割。

テレワークのメリット（複数回答）
資料4-11
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：テレワーク制度がある方。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝1,461、2023年 n＝1,3272022年 n＝1,461、2023年 n＝1,327

30.830.8
36.836.8

25.525.5
32.432.4

22.622.6
24.824.8

22.522.5
26.626.6

21.421.4
29.329.3

14.914.9
17.217.2

13.913.9
17.317.3

10.110.1
13.213.2

29.629.6
23.423.4

他の人が何をしているのかわからない

テレワークでは
アクセスできない情報がある

業務遂行にあたって
対面でないので相談しにくい

組織の一体感を得にくい

長時間労働になりやすい

新入社員への教育や新規着任者への
引継ぎが難しい

成果を出すプレッシャーを感じる

業務面でのデメリットは特にない

仕事と仕事以外の切り分けが難しい

●「仕事と仕事以外の切り分けが難しい」約4割、「他の人が何をしているのかわからない」約3割。
●「業務面でのデメリットは特にない」約2割。

テレワークのデメリット（複数回答）
資料4-12
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：テレワーク実施者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝882、2023年 n＝7602022年 n＝882、2023年 n＝760

32.032.0
39.339.3

30.030.0
32.632.6

27.827.8
31.631.6

27.027.0
31.431.4

24.824.8
29.329.3

20.620.6
22.222.2

20.220.2
22.622.6

19.619.6
22.122.1

18.318.3
21.821.8

明るい照明がある

専用の机がある

机は必要なものが配置できる広さがある

机は作業中に足が窮屈でない空間がある

高さを調整できる椅子がある

ひじ掛けがある椅子がある

ディスプレイと40センチ以上の距離を確保

大画面のディスプレイを使える

快適な室温・湿度を保てる

●「快適な室温・湿度を保てる」約4割。
●「明るい照明がある」「専用の机がある」「必要なものが配置できる広い机がある」約3割。

テレワークの環境（複数回答）
資料4-13
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 60％50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：テレワーク実施者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝882、2023年 n＝7602022年 n＝882、2023年 n＝760

50.050.0
55.955.9

35.835.8
36.136.1

19.519.5
26.326.3

17.317.3
19.519.5

13.713.7
15.315.3

9.09.0
8.88.8

7.07.0
7.07.0

6.06.0
7.47.4

4.14.1
3.33.3
2.52.5

5.85.8

自分のパソコン

会社から貸与されているスマホ（iPhone）

自分のスマホ（iPhone）

自分のスマホ（Android）

会社から貸与されているスマホ（Android）

会社から貸与されているタブレット（iPad）

会社から貸与されているタブレット
（Android）

自分のタブレット（iPad）

自分のタブレット（Android）

会社から貸与されているパソコン

資料4-14 ●�「会社貸与のパソコン」6割でトップ。続いて「自分のパソコン」約4割。
●スマートフォンはiPhoneがAndroidよりも高い。
●タブレットを使用しているのは昨年から1割未満。

テレワークで使用している機器（複数回答）
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：テレワーク実施者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝882、2023年 n＝7602022年 n＝882、2023年 n＝760

OSやソフトウェアを最新のバージョンに
アップデートして利用

端末ロック（パスワード、指紋認証など）を利用

信頼できないWi-Fiには接続しない

提供元不明のアプリはダウンロードしない

VPNを利用している

機密性の高いファイルを送付する際には
暗号化やパスワードを設定

他人から画面を見られないようにする

特にしていない

最新のセキュリティソフト
（ウイルス・危険サイトなどへの対策）

38.838.8
40.740.7

36.736.7
41.841.8

35.635.6
40.540.5

33.933.9
40.740.7

32.832.8
40.540.5

28.928.9
36.336.3

25.125.1
29.729.7

18.318.3
22.022.0

20.020.0
13.813.8

●�「最新のセキュリティ対策ソフト」「OSやソフトウェアの最新版へのアップデート」「信頼できないWi-Fiに接続しない」「端末ロックを利
用」「提供元不明のアプリをダウンロードしない」約4割。
●「特にしていない」約1割に減少。

テレワークのセキュリティ対策（複数回答）
資料4-15
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4章 2節

0％ 40％10％ 30％ 50％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：オンライン会議経験者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝1,756、2023年 n＝2,2122022年 n＝1,756、2023年 n＝2,212

46.746.7
44.044.0

43.243.2
42.542.5

36.336.3
35.535.5

29.829.8
25.925.9

28.828.8
27.527.5

24.824.8
26.526.5

19.019.0
18.018.0

13.413.4
25.125.1

遅れないように事前に接続して準備している

家族やプライベートなものが
映らないように配慮する

相手の顔を映すことを強要しない

相手と会話が被らないように心がけている

映像／音声を事前に確認している
（背景画像やボリュームなど）

目的に応じてパソコンやスマホなど
機器を使い分けている

特にない

話をしていない時にはミュートにしている

●「ミュートにしている」「事前接続準備」「家族やプライベートが映らないように配慮」約4割。
●「特にない」も約3割に増加。

オンライン会議のマナー（複数回答）
資料4-16
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ニューノーマル

ポイント

4章

メリット・デメリット・機器・ツール

［資料4-17］オンライン学習のメリット（複数回答）...............................................91
［資料4-18］オンライン学習のデメリット（複数回答）...........................................92
［資料4-19］オンライン学習で利用している機器（複数回答）................................93

［資料4-20］オンライン学習のツールと頻度（複数回答）........................................94
［資料4-21］オンライン学習経験者の今後の学習形態の希望（単一回答）.............95

●オンライン学習のメリット「移動が不要」約6割（資料4-17）。
●オンライン学習のデメリット「目や肩腰が疲れる」約4割（資料4-18）。
●オンライン学習で利用している機器「パソコン」約8割（資料4-19）。
●オンライン学習では「Zoom」の利用率が最も高く約7割（資料4-20）。
●オンライン学習経験者は今後の学習形態も「現状のままでよい」約5割（資料4-21）。

オンライン学習3節

モバイル社会白書2023年版

4章　ニューノーマル　90



4章 3節

0％ 40％10％ 30％ 50％ 60％ 70％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：オンライン学習経験者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝1,227、2023年 n＝1,4072022年 n＝1,227、2023年 n＝1,407

57.457.4
64.364.3

45.445.4
52.052.0

38.038.0
45.845.8

24.624.6
27.527.5

24.024.0
24.024.0

11.011.0
10.210.2

10.710.7
11.511.5

6.36.3
4.84.8

自分のペースで学習できる

人の目を気にしないで
落ち着いた環境で受講できる

これまで受けられなかった講義も受講できる

受講料が安価

対面授業・講義より学習効果が高い

質問がしやすい

当てはまるメリットは1つもない

移動が不要

●「移動が不要」約6割とトップ。
●「自分のペースで学習」「人の目を気にしないで落ち着いた環境で受講」約半数。

オンライン学習のメリット（複数回答）
資料4-17
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4章 3節

0％ 10％ 30％ 40％

■ 2023年■ 2022年

20％

注：オンライン学習経験者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

2022年 n＝1,227、2023年 n＝1,4072022年 n＝1,227、2023年 n＝1,407

38.738.7
39.239.2

27.127.1
27.427.4

25.525.5
28.428.4

23.423.4
31.131.1

22.422.4
25.625.6

13.813.8
12.712.7

12.612.6
12.112.1

16.616.6
16.316.3

対面授業・講義よりも質問や発言がしにくい

通信費用や光熱費が高くなる

対面授業・講義よりも集中できない

他の受講者、教員・講師との一体感がない、
孤立を感じる

対面授業・講義よりも課題提出が多い

自宅に回線やパソコンなど設備がない・
機器を使いこなせない

当てはまるデメリットは1つもない

目や肩腰が疲れる

●「目や肩腰が疲れる」が約4割でトップ。
●「質問や発言しにくい」「通信費や光熱費が高くなる」「対面授業より集中できない」約3割。

オンライン学習のデメリット（複数回答）
資料4-18
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4章 3節

スマートフォン パソコン タブレット

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

注：オンライン学習経験者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

79.079.0

63.563.5

31.431.4

77.877.8

10.810.8

31.631.6

■ 2023年■ 2022年

2022年 n＝1,227、2023年 n＝1,4072022年 n＝1,227、2023年 n＝1,407

●「パソコン」約8割でトップ。2022年よりも大きく増加。
●「スマートフォン」約6割、「タブレット」約3割。

オンライン学習で利用している機器（複数回答）
資料4-19
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4章 3節

■ 受講したことはあるが、月に1回未満 ■ このツールでは受講したことがない／現在は受講していない

注：オンライン学習経験者。
出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ 月に1～ 3回■ 週に1回以上

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％20％ 90％ 100％

（n＝1,407）（n＝1,407）

FaceTime

YouTube

Microsoft Teams/Skype

LINE

Google Meet/Hangout

Cisco Webex

その他

Zoom 14.314.3 17.117.1 43.243.2 25.425.4

16.716.7 8.98.9 15.415.4 59.059.0

10.010.0 10.010.0 18.918.9 61.161.1

15.215.2 6.96.9 8.18.1 69.869.8

5.15.1 7.77.7 13.513.5 73.673.6

3.73.7 5.05.0 8.08.0 83.483.4

3.23.2 5.75.7 6.36.3 84.984.9

4.04.0 2.82.8 4.34.3 88.988.9

●「Zoom」の利用率が最も高く7割超。次いで「YouTube」が約4割。

オンライン学習のツールと頻度（複数回答）
資料4-20
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4章 3節

注：オンライン学習経験者。
出典：2022年-2023年次世代ライフスタイル調査

■ 対面形式の講義や研修・授業の割合を増やしてほしい ■ 今後、講義・研修・授業を受ける気はないので希望はない
■ オンライン形式での講義や研修・授業の割合を増やしてほしい ■ 現状のままでよい

2022年 n＝1,227、2023年 n＝1,4072022年 n＝1,227、2023年 n＝1,407

0％ 20％ 40％ 60％ 80％10％ 30％ 50％ 70％ 90％ 100％

2023年

2022年 31.231.2 44.344.3 14.214.2 10.410.4

29.429.4 48.548.5 15.115.1 7.07.0

●オンライン学習経験者は今後の学習形態も「現状のままでよい」が約5割。
●「オンライン形式を増やしてほしい」が約3割、「対面授業を増やしてほしい」約2割。

オンライン学習経験者の今後の学習形態の希望（単一回答）
資料4-21
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ニューノーマル

ポイント

4章

利用してみたいサービス、AIへの期待と不安、生活でのデジタル化

［資料4-22］新しいサービスの利用意向（複数回答）...............................................97
［資料4-23］AIサービスの利用意向（複数回答）......................................................98
［資料4-24］現金派か、非現金派か（単一回答）......................................................99

［資料4-25］デジタルトランスフォーメーションの認知（単一回答）...................100
［資料4-26］生活でのデジタル化の進展（複数回答）.............................................101

●今後利用してみたいサービス、実現を期待しているサービス「自動運転」約4割、「オンライン診療・相談」約3割（資料
4-22）。

●AIへの期待が大きいのは「生活家電」約6割、「医療」「グルメ・旅行」「コミュニケーション」約半数（資料4-23）。
●「現金派・どちらかというと現金派」約4割、「非現金派・どちらかというと非現金派」約6割（資料4-24）。
●約4割が「デジタルトランスフォーメーション（DX）」を聞いたことがある（資料4-25）。
●生活でのデジタル化の進展「買い物」が約7割（資料4-26）。

新たなサービスの利用意向・生活のデジタル化4節
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4章 4節

0％ 40％10％ 30％20％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

（n＝6,151）（n＝6,151）

オンライン診療・相談

見守りサービス

ドローン配送、地上配送ロボット

スポーツやライブのマルチアングル視聴

臨場感の高い授業や習いごとを自宅で受講

AR、VR、アバターを用いた
体験型アミューズメント

バーチャルショールームによる
洋服や自動車などの商品購入

遠隔手術

アバターやVRなどを活用した
臨場感の高い遠隔就労

自動運転 36.636.6

28.728.7

21.621.6

20.520.5

13.213.2

12.912.9

12.712.7

10.010.0

9.89.8

7.57.5

資料4-22 ●「自動運転」約4割、「オンライン診療・相談」約3割。
●「見守りサービス」「ドローン配送」約2割。

新しいサービスの利用意向（複数回答）
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4章 4節

■ どちらかといえば不安が大きい ■ 不安が大きい ■ わからない

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ こどちらかといえば期待が大きい■ 期待が大きい

20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

ゲームや娯楽（対戦ゲームなど）

医療（画像診断など）

グルメ・旅行
（飲食店・宿泊施設の予約など）

コミュニケーション（対話アプリ、コ
ミュニケーションロボット、自動翻訳など）

ヘルスケア
（ダイエットやトレーニング支援） 

教育・学習（オンライン学習支援、
教育アプリなど）

ファッション
（コーディネート支援など） 

個人・ビジネスマッチング
（転職、婚活など） 

不動産・金融
（資産運用アドバイス、家計簿など）

生活家電（掃除機、冷蔵庫、
エアコン、スマートスピーカーなど） 15.115.1 47.447.4 10.910.9 4.14.1 22.522.5

16.016.0 37.837.8 17.517.5 8.68.6 20.220.2

11.111.1 43.243.2 12.612.6 4.54.5 28.528.5

11.611.6 39.939.9 15.215.2 6.06.0 27.227.2

9.19.1 40.740.7 13.213.2 5.25.2 31.831.8

9.89.8 38.238.2 13.613.6 5.25.2 33.233.2

9.29.2 29.929.9 12.112.1 5.55.5 43.343.3

6.36.3 32.932.9 14.614.6 5.05.0 41.241.2

5.95.9 25.925.9 21.821.8 9.49.4 37.137.1

5.65.6 24.724.7 20.220.2 8.88.8 40.640.6

●AIへの期待が大きいのは「生活家電」約6割、「医療」「グルメ・旅行」「コミュニケーション」半数超え。
●AIへの不安が大きいのは「不動産・金融」「個人・ビジネスマッチング」「医療」約3割。

AIサービスの利用意向（複数回答）
資料4-23
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4章 4節

■ どちらかというと非現金派 ■ 非現金派

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％

注：非現金とは「クレジットカード、交通系ICカード、WAON、nanaco、楽天Edy、iD、QUICPay、QRコード決済」などの決済方法。
出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ どちらかというと現金派■ 現金派

20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

10代（367）

20代（813）

30代（881）

40代（1,081）

50代（1,056）

60代（941）

70代（1,012）

全体（6,151）

30.830.8 32.232.2 26.726.7 10.410.4

18.718.7 26.626.6 32.732.7 22.022.0

13.713.7 21.521.5 36.436.4 28.428.4

16.416.4 24.624.6 35.035.0 24.124.1

13.513.5 26.226.2 36.236.2 24.124.1

14.114.1 22.322.3 36.936.9 26.726.7

15.715.7 22.522.5 40.940.9 20.820.8

16.216.2 24.524.5 35.935.9 23.523.5

●「現金派・どちらかというと現金派」約4割、「非現金派・どちらかというと非現金派」約6割。
●10代は「現金派・どちらかというと現金派」6割超。

現金派か、非現金派か（単一回答）
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4章 4節

25.625.6

36.436.4

41.941.9 42.042.0

47.647.6
45.545.5

34.434.4

40.540.5

50％

40％

30％

20％

10％

0％

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

10代（367） 20代（813） 30代（881） 40代（1,081） 50代（1,056） 60代（941） 70代（1,012） 全体（6,151）

（n＝6,151）（n＝6,151）

●約4割が「デジタルトランスフォーメーション（DX）」を聞いたことがある。
●50～60代で約5割が「DX」を聞いたことがある。

デジタルトランスフォーメーションの認知（単一回答）
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4章 4節

■ あまり進んでいない
■ 進んでいない ■ わからない（利用していない）

出典：2023年次世代ライフスタイル調査

■ どちらかといえば進んだ■ 進んだ

0％ 40％10％ 30％ 50％ 70％60％ 80％20％ 90％ 100％

（n＝6,151）（n＝6,151）

行政の手続き（オンライン申請など）

娯楽（ライブや演劇のオンライン視聴など） 

働き方（テレワーク、
ペーパーレス、ハンコレスなど）

教育・学習（オンライン学習など）

生活（IoT家電の利用など）

医療（オンライン診療など） 

買い物（キャッシュレス決済、
オンラインショッピング、デリバリーなど） 

23.223.2 43.943.9 15.115.1 6.86.8 10.910.9

7.77.7 28.128.1 24.324.3 14.114.1 25.825.8

9.39.3 25.325.3 19.919.9 12.012.0 33.633.6

10.610.6 20.620.6 17.817.8 13.613.6 37.437.4

8.38.3 21.321.3 17.417.4 10.510.5 42.542.5

4.74.7 18.518.5 26.026.0 16.116.1 34.734.7

4.24.2 14.514.5 24.524.5 19.419.4 37.537.5

●�生活でのデジタル化の進展「買い物」約7割。
●「行政の手続き」約4割、「娯楽」「働き方」「教育・学習」約3割。

生活でのデジタル化の進展（複数回答）
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